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チャレンジ 残雪の 男鹿岳、野伏ヶ岳、笈ヶ岳 

【山の概要】（百は日本百名山、◎は日本二百名山、○は日本三百名山） 

1 男鹿岳 （○福島県側ではおがだけ、栃木県側ではおじかだけ 1777m、栃木 

   県と福島県境）・・・ 登山口までたどり着けず 

2 野伏ヶ岳（〇のぶせがたけ 1674m、岐阜県郡上市）・・・登頂 

3 笈ヶ岳 （◎おいずるがたけ 1841m、石川・岐阜・富山 3県境）・・・登山口 

  周辺調査 

 

男鹿岳 

 この山は 2019（令和元）年 5 月初旬に登ろうとして、果たせていない因縁の

山。3年前は林道から残雪の西尾根を登り、若者の先行グループに続いての登頂

を試みたが、途中でグループと離れ（ついていけず）、藪漕ぎのルート探索に失

敗し林道まで引き返した。その後林道先の県境地点の登山口まで行ったが、時間

切れで引き返した山。この時も 10時間歩いた。 

 3月 25日（金） 

 朝 5時自宅発。前回と同じ東北道白河 ICから甲子道路を経由して南会津町の

栗生沢（くりゅうざわ）集落を目指す。山間部の甲子道路の周囲は残雪で、甲子峠

は凍っているところがありゆっくり慎重に進む。 

 7 時、集落を通り抜けると除

雪が終わり、除雪車で押し込ま

れた 1m を越える雪の手前左端

に車が 2台置ける駐車スペース

があった。神戸ナンバーのブル

ーの車が止まっていた（写真

①）。 

 7：20 準備しツボ足で出発す

る。滝沢橋の積雪も 30 ㎝位あ

る。橋を越えたところの「通行

止」の標識の脇を抜ける。地面

が見えているところはほとん

どなく、ガイドブックでは車で

行くことの出来るとされてい

る釜沢橋までで 2 時間もかか

ってしまった。林道にはもやが

発生し（写真②）、雑木が茂り通

写真① 

 

写真② 
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行の邪魔をする（写真③）。釜沢橋からはスノ

ーシューを装着する。  

12 時半まで歩き右側の急斜面に登る踏み

跡を見つける。登山口まであと 30 分ぐらい

と思ったが、そこから山頂往復 5時間をみる

と車まで戻るのが 22時か 23時になってしま

う。ヘッドランプはあるがここで登山をあき

らめる。今回は県境の登山口までも達するこ

とができなかった。 

 雪の上にシートを敷きおにぎりを食べて

ゆっくりする。林道を引き返し 17：30駐車場

所に着く。10時間の雪上林道歩きを終え 

る。神戸の車はまだそこにあった。自分より

早く出発し、暗くなっても登頂を果たす覚悟

だろう。無理をしなければよいが。 

 足、特にふくらはぎがパンパンで 7時間余のスノーシュー歩行がこたえた。 

 次回は少なくとも林道の雪がほとんどなくなってから再度挑戦したい。 

やはり 4～5月の連休の頃か。雪が少なくなると上部の藪漕ぎが大変だ。男鹿岳

は日本三百名山に選ばれているが、地元でも登る人が少なく地味な山で、自分は

2度とも林道歩きで敗退したことになる。残雪期の登山はその年の降雪量、雪解

け具合、当日の天候、自分の体調などによって難易度は大きく変わる。うまくか

み合えば難なく登頂を果たすことができる。基本になるのは自分の体調だ。 

 

野伏ヶ岳 

 同じ日本三百名山で夏道がない山でも人気のある山とそうでない山がある。

野伏ヶ岳は登山口までのアクセスが容易で山頂からの展望が良いことで人気の

ある山だ。ネットの検索でも男鹿岳と比べると山行記事の投稿者が圧倒的に多

い。 

3月 29日（火） 

 まだ少しふくらはぎの痛みが残っているが、翌日の岐阜県の降水確率が低い

予報なので野伏ヶ岳に行くことにして 8：30 自宅を出発する。以前に注文して

いたガーミンの GPSを 28日に入手したので、使い方はこれからだが持っていく

ことにする。 

 磐越道、北陸道、東海北陸道を経由し高鷲（たかす）ICを 15時過ぎに出る。 

登山口は岐阜県郡上市白鳥町石徹白（いとしろ）地区の白山中居神社（はくさん

ちゅうきょじんじゃ）の駐車場。 

写真③ 
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予約していた民宿に行く前に

神社に寄る（写真④）。ここには

2年前の 4月に大日岳（◎1709ｍ）

や鷲ヶ岳（〇1672ｍ）に登った時

にも寄っている。神社の下の林

道まで行ってみたら、ちょうど

下山してきた熟年のペアの車

とすれ違ったので車を止めて

ルートの状況を聞いてみた。「雪

がざけて（雪が解けてシャーベット状の様子）歩きづらかったこと、時期的に少

し遅かったかな」などと話していた。神社の先の石徹白川にかかる橋の手前に駐

車したとのこと。 

民宿は 3 ㎞くらいのところにあった。夜間の冷え込みが厳しいと思ったので

登山前日の車中泊は避けた。客は自分一人、週末にはグループの予約があるとの

こと。 

夕食は豪華で野菜など具沢山の豚しゃぶがメインで、食べきれなくて残して

しまった。普段夜には食べないご飯も頂いた。薬味として出された柚子なんばん

（青辛子と柚子を味噌で和えたもの）がおいしかったので 5個お土産に買った。 

早めに就寝。 

3月 30日（水） 

5時起床、6時前から食事。納豆と生卵に柚子なんばんを少し加えたらおいし

くご飯が進んだ。6時半過ぎ民宿を出発、空はどんよりと曇っていた。 

神社の駐車場には 3 台停まっていた。５～６人くらいは山に入っていると思

い少し安心する。橋の手前に車を置く。少しでも山に近い方が良い。 

7時出発。橋を渡るとすぐに林道は雪道になるがツボ足で行く。林道には無数

に足跡があり、道の部分でないところにも踏み跡があり悩ましい（写真⑤）。男

鹿岳と異なり残雪期限定の人気の山とわかる。 

1時間 20分ほど歩いたら、ア

イゼンを着けた熟年男性二人連

れが杉林の中を林道を短縮して

登ってきた。後についていった

ら尾根筋に出て、休憩中に話し

たら地元の人で何回も登ってい 

る人たちだった。天気が良く

なり青空が広がってきて樹林帯

の向こうの谷越にそびえる山の

写真④ 

写真⑤ 
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説明を受ける（写真⑥）。和田山

牧場跡までのルートや牧場を横

断した後の山頂に繋がるダイレ

クト尾根の取り付きなどを教え

てもらった。初めての山の現地

でのアドバイスはありがたい。 

自分もアイゼンを装着する。彼

らは速く、姿が見えなくなって

も踏み跡がはっきりしているの

で忠実に跡をたどる。牧場跡か

らの野伏ヶ岳がかっこいい（写

真⑦）。 

ダイレクト尾根取り付き手前

でちょっとの間二人の姿が見え

たので安心する。休憩し汗をか

いた長袖のアンダーシャツを脱

ぐ。スノーシューの男性が追い

越していった。登り急斜面での

スノーシューの扱いは難しく、

男性は苦闘していた。10 時前ダイレクト尾根に出ると広葉樹の疎林の間を縫っ

て踏み跡が続いている。途中にスノーシューが雪に刺して置いてあった。緩やか

だった傾斜が次第に急斜面となり、時に膝くらいまでもぐる。 

 山頂近くで数グループの若者たちが下山してきた。山頂直下は藪が出て雪の

断裂ができているところがあり、不気味。藪を越えたところで先行の熟年二人組

が下山してきた。山頂はもうすぐですよと教えてくれた。11：35 山頂着。山頂

標識はなく、こんもりと丸い雪の山頂には男性が一人いた。お疲れさまと言って

くれた。 

4時間半の道のりだった。不安を覚えていたほどではなく、先日の男鹿岳の林

道歩きからすれば山らしい山で気分的には楽勝だった。 

青空の下、遮るもののない 360 度の展望は素晴らしかった。北には文字通り

真っ白な白山（百 2702m）が盟主としてまだら模様の多くの山々を従えていた（写

真⑧）。右手ずっと奥には北アルプスの山々が白く続き、雲のように見える（写

真⑨）。さらに右手少し離れて乗鞍岳（百 3026m）の連山、さらに少し離れて御

嶽山（百 3067m）が大きい。西北方面には 2年前の 9月に登った経ヶ岳（◎1625

ｍ）、西南には少し黒くなった荒島岳（百 1524ｍ）。 

写真⑥ 

写真⑦ 
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写真⑧ 

 

写真⑨ 

男性と話したら茨城の人で言葉なまりが似ていて親しみがわく。49 歳とのこ

と。前日に笈ヶ岳を 15 時間かけて登ったとのこと。自分には無理だと思った。

20歳の違いは大きい。また先週には男鹿岳を登ったとのこと。彼は携帯の YAMAP

を利用し福島・栃木県境の登山口ではなく手前の西の尾根から登ったとのこと。

話は尽きないが彼は先に下山した。明日は仕事とのこと。 

一人になり改めて景色を見る。なんといっても白山方面が素晴らしい。パンと

ソーセージをかじりながら 1 時間以上も長居した。下りてしまうのがもったい

ないが 12：50下山を始める。スキーで登ってくるグループがいた。急な登りで

苦労していたが、下山は自分よりも早いだろう。尾根から左側の牧場跡地に下り

る場所を探しながら下ったが、見過ごしてしまい、踏み跡が次第に少なくなって

いった。杉林に入り不安になった頃林道に出ることができた。ガイドブックにも
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「杉林の中は、思い込みだけで下るととんでもない方向に行くことがあるので

注意したい。」と書いてあった。GPS や YAMAP の操作に早くなれる必要性を痛感

する。15：20車着。下り 3時間半。1時間以上の昼食休憩をはさみ 8時間半の野

伏ヶ岳山行を無事終える。 

 宿のご主人に勧められた天然温泉満天の湯には寄らずに、15：45、笈ヶ岳登山

口確認のため白山一里野温泉に向かう。R158美濃街道（九頭竜湖）やＲ157勝山

街道（手取湖）などを経由し、一里野温泉手前の道の駅瀬女（せな）に着いたの

は 20時になってしまった。翌日は雨の予報で登山はしないので久しぶりに車中

泊することにした。道の駅瀬女はきれいでバスの発着所にもなっていた。マット

レスやシュラフ、毛布などを準備し途中で求めたハイボールを飲んで就寝。夜半

霧雨になっていたが寒くはない。 

 

笈ヶ岳 

この山は深田久弥が未踏を理由に「日本百名山」に選ばなかったという名山。

今回は登山口周辺の調査。 

3月 31日（木） 

朝目覚めたら小雨が降っていた。生暖かった。お湯を沸かす気にはならずにパ

ンとバナナとお菓子で朝食とする。7時、道の駅瀬女から７～８㎞先の白山一里

野温泉スキー場を目指す。道路脇の温度計では 9度との表示、暖かい。 

スキーシーズンを終えた雨の日に外を歩いている人はいない。車で行ったり

来たりして調べたが、まだ雪があり白山スーパー林道も通行止めとなっており、

ガイドブック説明とは季節が異なり登山口近くまでは行けなかった。YAMAPには

雪のあるうちは北竜会館裏角の杉林を下りると中宮発電所のところに行けると

書いてある。 

野伏ヶ岳山頂で話した茨城の彼のように、今の時期に笈ヶ岳に登るには往復

15 時間かからないと登頂できないことを実感する。笈ヶ岳も短い期間の間にタ

イムリーな時期を狙いすまして登るしかない。登山適期は限られている、さらに

調べる必要がありそうだ。 

3時間ほどウロウロして 10：30帰宅の途に就く。北陸道金沢西 ICから入り途

中新潟県の米山 SAでカツカレーを食べ、自宅には 17時半過ぎ着。往復 1180㎞、

2泊 3日の山行を無事終える。 

心地の良い疲労感、風呂上がりのビールは最高ですね。 

 

令和４年４月 ＮＯ１０６  アンチ・エイジング 山旅遊人 

 


	2204_01
	2204_02
	2204_03
	2204_04
	Pr5JM1-g

